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・島根県全体の令和３年度予算額（一般会計）は、４,９４４億円 ※１

・県予算のうち、土木部の予算額は、８９９億円（対前年度比０.９１）※２

・土木部予算のうち、公共事業費は、７５７億円（対前年度比０.９２）※３

・令和３年度は、当初予算に加え、
令和２年度補正予算で国土強靱化
対策を前倒しで計上し、切れ目の
ない予算を編成しています。

・国の「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」の
初年度として、計画的かつ着実に
国土強靱化対策を進めていきます。
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令和３年度島根県土木部予算の概要

※１令和３年度当初予算及び令和２年度２月補正予算の合計。
※２令和２年度２月補正予算 121億円を含む。流域下水道事業会計（企業会計）を含まない。
※３令和２年度２月補正予算 123億円を含む。流域下水道事業会計の公共分 28億円を含む。
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今後10年間の公共土木事業の実施方針（概要）

土木部では、令和２年度からの１０年間の公共土木事業（道路、河川、砂防、港湾、空港）について、
事業ごとの実施方針及び数値目標を設定し、令和３年３月に公表しました。

１ 道路建設
ⅰ）骨格幹線道路
・高速道路の整備効果を早期に全県へ波及させるため、
令和11年度までに、未改良区間を解消

ⅱ）幹線道路、生活関連道路
・現在事業中の全ての工区を、令和15年度までに完成
ⅲ）交通安全事業
・小中学生の通学路や交通事故の危険性が高い箇所など、
令和11年度までに、64工区で対策を完了

２ 道路維持
ⅰ）老朽化対策（橋梁、トンネル等）
・早期修繕が必要な317施設を令和５年度までに対策完了
・橋梁の保全を、事後対処型から事前予防型へ移行し、
今後40年間で必要な修繕コストを約２割縮減

ⅱ）舗装修繕
・交通量に応じた管理基準（ひび割率など）を定めて修繕
ⅲ）橋梁耐震
・緊急輸送道路上の221橋を、令和11年度までに耐震化
ⅳ）落石対策
・30cm未満の石への対策が必要な2,688箇所を、15年程度
で対策完了（緊急輸送道路上の783箇所を優先）

１ 河川改修
ⅰ）近年発生した災害への対応
・近年の豪雨により被災した河川について、被災した際と
同程度の洪水に対応できるよう、再度災害防止対策を
重点的に実施（特に、江の川の支川を最優先）

・江の川は、二度の家屋浸水被害（H30・R2）が発生した
12河川（県管理６河川）を、優先的・重点的に対策実施

ⅱ）県東部市街地の浸水対策
・整備が遅れている県東部市街地（低平地）の浸水対策を
重点的に実施（特に、湯谷川を優先）

２ ダム建設
ⅰ）波積ダム（江の川水系都治川）
・S47.7月豪雨と同規模の洪水による浸水被害を解消
（令和４年度のダム完成を目指す）

ⅱ）矢原川ダム（三隅川水系）
・S58.7月豪雨と同規模の洪水による浸水被害を解消
（令和10年代中期のダム完成を目指す）

３ 河川管理施設の老朽化対策・維持
・排水機場やダムの長寿命化、河川内の樹木伐採や土砂撤去

４ 海岸事業
・侵食や越波被害の程度が大きい２海岸を重点的に整備

道路事業 河川事業
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１ 航空灯火のLED化
・県内３空港とも、令和10年度までに、全てLED化

２ 滑走路・誘導路の舗装改良
・県内３空港とも、令和10年度までに、全面的に舗装改良

３ 滑走路端安全区域整備
・県内３空港とも、国の新基準に適合するよう、
令和８年度までに着手

４ 空港ターミナルビルの機能強化
ⅰ）出雲縁結び空港
・国際線搭乗待合室トイレや CIQ施設拡張などの整備を、
令和２年度に実施（済み）

・将来的なターミナルビルの拡張等について検討
ⅱ）隠岐世界ジオパーク空港
・令和３年度中に、搭乗待合室やトイレ、手荷物受取所の
拡張とともに、航空機へ快適に乗降可能な施設を整備

５ 保安施設の更新（出雲縁結び空港）
・空港内侵入防止のための施設を、令和８年度までに更新

１ 土石流対策、がけ崩れ対策
・土砂災害警戒区域内の重点対策949箇所のうち、
地域の医療・福祉や避難活動の拠点となる61箇所の対策を
令和11年度までに完了

２ 地すべり対策
・地すべり防止区域130箇所のうち、現在対策中の12箇所を
令和11年度までに完了（＝全箇所で対策完了）

１ 港湾整備
ⅰ）浜田港
・今後10年間は福井地区を優先し、防波堤や岸壁の整備
など、港湾機能を拡充

ⅱ）浜田港以外の本土の港湾
・河下港、江津港、益田港、久手港の４港を重点整備
ⅲ）離島港湾
・西郷港、別府港、来居港の３港を重点整備

２ 海岸整備
・三隅港や益田港などの海岸で、養浜等の侵食対策を実施

３ 老朽化対策、維持
・長寿命化計画に基づき、緊急度の高い施設から順次対策

港湾事業

砂防事業 空港事業

新型コロナ禍でも立ち止まることなく、
県政の指針島根創生計画（令和２年３月策定）に基づく
プロジェクトを、着実に進めています 
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令和３年度の整備路線
【新規】

国道431号（松江北道路）

【事業推進】
(主)川本波多線（多田～港）

【事業推進】
(主)安来木次線（切川２）

【新規】
(一)柿木津和野停車場線（笹山２）

今後10年間の公共土木事業の実施方針
①道路事業（ⅰ 骨格幹線道路）
骨格幹線道路のうち県管理区間（約690km）について、
令和11年度までに、未改良区間（約23km）を解消

整備目標（骨格幹線道路の整備率）
【R1】96％⇒【R6】97％⇒【R11】100％

◆Ｒ３取組ポイント◆
・15路線27区間（新規着手2区間）を整備
・骨格幹線道路に道路建設予算の 27％を配分
（配分額：約37億円）

県内の幹線道路図
市町村 路 線 工 区
松江市 ４３１号 松江北道路
松江市 ４３１号 万原
松江市 ４３２号 東岩坂バイパス
松江市 松江木次線 東忌部
松江市 松江木次線 忌部橋
浜田市 １８６号 小国１
出雲市 出雲三刀屋線 上塩冶
出雲市 出雲三刀屋線 上島１
出雲市 出雲三刀屋線 上島２
益田市 ４８８号 澄川
益田市 ４８８号 広瀬
益田市 ４８８号 落合
大田市 大田桜江線 行恒
安来市 ４３２号 菅原広瀬ＢＰ２
安来市 安来インター線 島田
安来市 安来木次線 切川２
江津市 ２６１号 桜江２
江津市 ２６１号 八神
奥出雲町 ４３２号 郡

川本町～美郷町 川本波多線 多田～港
川本町 ２６１号 因原
美郷町 川本波多線 竹
美郷町 ３７５号 粕渕
美郷町 ３７５号 湯抱２
邑南町 ２６１号 臼谷
津和野町 柿木津和野(停)線 笹山２
吉賀町 １８７号 左鐙
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松江北道路

市役所方面→←日本海方面

←出雲方面
国道４３１号

境港方面→

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ①道路事業（ⅰ 骨格幹線道路）

一般国道431号 松江北道路
全体事業費 ２６ , １００百万円
Ｒ３予算額 ４０百万円

ま つ え きた

【事業概要】
・松江北道路は、境港出雲道路（高規格道路）の一部を構成するとともに、平成25年３月に開通した
松江だんだん道路と一体的に、松江市街地の外環状道路ネットワークを形成する道路です（延長10.5km）。
・今年度は、測量・調査・設計に着手します。

【Ｒ3事業内容】
・測量、調査、設計

にしはまさだち ょう

しもひがしかわつちょう

①渋滞状況（春日交差点）

②終点（松江だんだん道路接続部）付近

【期待される整備効果】
・市街地の外環状道路の形成により、松江市街地の渋滞緩和が期待されます。
・市街地の浸水想定区域を回避できる等により、災害時の代替路が確保されます。
・沿線地域から山陰道へのアクセス向上により、居住性の向上や観光振興への寄与が期待されます。

Ｒ３新規

【事業箇所】
松江市西浜佐陀町
～松江市下東川津町
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【事業箇所】
安来市飯島町
～安来市切川町

切川２工区

安来ＩＣ

安来駅

（都）飯島線

安来木次線
切川２工区

安来木次線
切川工区
（供用済み）

国道９号

山陰道

渋滞箇所

日立金属
安来工場

安来市役所

アルテピア

中海

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ①道路事業（ⅰ 骨格幹線道路）

主要地方道 安来木次線（切川２工区）
や す ぎ き す き 全体事業費 ３,０５２百万円

Ｒ３予算額 ３１０百万円

【事業概要】
・安来木次線は、国道9号（安来市安来町内）から国道54号（雲南市木次町内）へ至る幹線道路です。
・事業区間の現道は、第一次緊急輸送道路に指定されていますが、家屋・店舗が連担し、狭隘区間がある
ことから、バイパス道路を整備しています。今年度は、JR山陰本線アンダーパス付近を整備します。

はしまちょう

きれかわちょう

【Ｒ3事業内容】
・擁壁工

【期待される整備効果】
・現道交通の転換・分散により、安来市街地の渋滞緩和が期待されます。
・ネットワーク強化による平常時の物流効率化とともに、災害時の物資輸送路／避難路の確保により、
第一次緊急輸送道路としての機能強化が図られます。
・都市計画事業と一体での道路整備により、沿線開発への寄与が期待されます。

きれかわ

至松江 至米子

①供用済み箇所

安来市総合文化ホール
アルテピア

安来道路

②施工中箇所

ＪＲアンダーボックス
施工中

ＪＲ山陰本線

Ｕ型擁壁

Ｕ型擁壁
切
川
２
工
区(

道
路
事
業)

JR山陰本線

①

②

事業進捗率（R２末時点） 68％
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【事業概要】
・主要地方道 川本波多線は、邑智郡川本町を起点とし、雲南市掛合町に至る幹線道路です。
・事業区間の現道は、狭隘で見通しの悪いカーブが連続し、豪雨時には冠水により通行不能となることから、
バイパス道路を整備しています。今年度中に、トンネル部分（L=1.0km）を供用します。

【事業箇所】
川本町多田

～ 美郷町港

多田～港工区

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ①道路事業（ⅰ 骨格幹線道路）

主要地方道 川本波多線（多田～港工区）

【Ｒ3事業内容】
・トンネル取付部工事
・橋梁詳細設計

【期待される整備効果】
・平成３０年７月豪雨及び令和２年７月豪雨の際には、現道が被災し、約１週間の通行止めとなりましたが、
今年度中にトンネル部分を供用することにより、バイパスの一部区間が完成します。
・引き続き、危険箇所の解消に向けて、バイパス整備事業を推進します。

②令和２年７月豪雨被災状況

①多田トンネル工事状況至
大
田

×
被災箇所

かわもと は た

た た

みなと

全体事業費 ６,０５９百万円
Ｒ３予算額 １６５百万円た た みなと

多田～港工区 L=2,800m

狭隘区間

狭隘区間

Ｒ３供用予定

多田トンネル

L=1,012m

事業進捗率（R２末時点） 55％
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【事業箇所】
津和野町笹山
～ 津和野町中座

笹山２工区

笹山２工区
L=1,460m

津和野温泉
なごみの里

①

②

（一）柿木津和野停車場線

一般国道９号

至 吉賀町
（六日市ＩＣ）

至 益田市

至 山口県
（一）柿木津和野停車場線
事業区間

一般国道９号

①

②

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ①道路事業（ⅰ 骨格幹線道路）

一般県道 柿木津和野停車場線（笹山２工区）
か き の き つ わ の ていしゃじょう 全体事業費 ２,０１５百万円

Ｒ３予算額 ３５百万円ささやま Ｒ３新規

【事業概要】
・柿木津和野停車場線は、吉賀町と津和野町を結ぶ一般県道であり、中国自動車道 六日市ICから津和野町
中心部へ最短距離で結ぶアクセス道路です。
・事業区間の現道は、急勾配で、車両すれ違い困難な区間であることから、バイパス道路を整備しています。
今年度は、測量・調査・設計に着手します。

ささやま

なかざ

【Ｒ3事業内容】
・測量、調査、設計

【期待される整備効果】
・バイパス整備により、六日市ICや国道９号へのアクセス利便性が向上します。
・安全で円滑な交通の確保により、広域的な交流・物流が促進され、地域活性化への寄与が期待されます。
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早期に措置すべき施設の例

橋梁（橋脚ひび割れ）

今後10年間の公共土木事業の実施方針
①道路事業（ⅱ 老朽化対策）
橋梁、トンネル、道路附属物等の近接目視点検の結果、
健全度Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）と診断された
317施設について、令和５年度までに、対策を完了

整備目標（H26～30年度の点検で健全度Ⅲとされた施設の対策完了率）
【R1】27％⇒【R5】100％

◆Ｒ３取組ポイント◆
・橋梁 69施設、トンネル 10施設、
道路附属物等 6施設で、老朽化対策を実施
・老朽化対策に道路維持予算の 14％を配分
（配分額：約18億円）

橋梁（橋桁の腐食）

県管理道路施設の状況
トンネル（漏水）トンネル（ひび割れ）施設数 要対策

箇所数
対策完了

（R２末時点）
R３対策
箇所数

橋 梁 2,744 214 77 69
トンネル 194 75 52 10
道路付属物等 94 28 17 6

計 3,032 317 146 85

令和３年度の対策施設数
県土整備
事務所 橋梁 トンネル 道路

付属物等 計
松 江 18 1 － 19
雲 南 17 3 － 20
出 雲 10 1 1 12
県 央 9 3 2 14
浜 田 6 － 2 8
益 田 6 2 － 8
隠 岐 3 － 1 4
計 69 10 6 85
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落石対策の施工例

今後10年間の公共土木事業の実施方針
①道路事業（ⅲ 落石対策）
第１段階として、落石頻度の高い30cm未満の石を対象
とした対策（2,688箇所）を、令和２年度から
概ね15年間で実施
⇒ 緊急輸送道路にある783箇所を優先的に対策
その後、第２段階として、発生頻度が稀な石の対策
整備目標（緊急輸送道路にある783箇所の第１段階の対策完了率）
【R1】3％⇒【R6】49％⇒【R11】100％

◆Ｒ３取組ポイント◆
・緊急輸送道路にある207箇所で、落石対策
を実施
・落石対策に道路維持予算の19％を配分
（配分額：約25億円）

緊急輸送道路上の対策箇所数
第１段階施工

落石防護網 落石防護柵

簡易防護柵落石防護網 ロックキーパー

ロープ伏工

県土整備
事務所

要対策
箇所数

対策完了
（R２末時点）

R３対策
箇所数

松 江 70 10 11

雲 南 93 14 11

出 雲 25 0 4

県 央 178 36 86

浜 田 122 11 49

益 田 187 17 35

隠 岐 108 10 11

計 783 98 207

第２段階施工
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今後10年間の公共土木事業の実施方針
②河川事業
近年発生した災害への対応と県東部市街地の浸水対策
に、河川改修系予算の８割を投入
整備目標（近年発生した災害への対応）
【R6まで】２河川完成⇒【R11まで】９河川完成
整備目標（東部市街地の浸水対策により保全される人家の割合）
【R2】43％⇒ 【R7】50％⇒ 【R12】56％
波積ダム（R4完成）、矢原川ダム（R10年代中期完成）
の建設を推進

◆Ｒ３取組ポイント◆
・18河川、2ダムで整備を実施
・H25.8月、H30.7月、R2.7月と立て続けに
被災した江の川の支川を最優先で整備
・塩冶赤川は、R3年度で暫定改修が完了
・玉川は、R3年度から補助事業化
・八戸川の本川は、R3年度で災害関連事業完了
・矢谷川は、R4年度の補助事業化に向けて
設計に着手

令和３年度の整備箇所
施工位置 事業概要 備　　考

① 八戸川流域 江津市桜江町 築堤、樋門本体工 令和11年度までに完成

② 玉川 江津市桜江町 用地補償 令和11年度までに完成

③ 尻無川 邑智郡美郷町 護岸工 令和 3 年度完成

④ 津和野川 鹿足郡津和野町 河道掘削、護岸工 令和11年度以降も事業推進

⑤ 東川 江津市浅利町 詳細設計、用地調査 令和 6 年度までに完成

⑥ 上追子川 松江市向島町 上追子排水機場外構工事 令和 3 年度完成

⑦ 中川 松江市春日町 橋梁設計、用地補償、護岸工

⑧ 佐陀川 松江市鹿島町 樋門本体工、橋梁上部工

⑨ 忌部川 松江市乃白町 用地補償、護岸工

⑩ 木戸川 安来市安来町 護岸工

⑪ 新内藤川 出雲市松寄下町 河道掘削

⑫ 赤川 出雲市松寄下町 河道掘削

⑬ 塩冶赤川 出雲市古志町 河道掘削、護岸工

⑭ 午頭川 出雲市長浜町 用地調査

⑮ 十間川 出雲市神西沖町 河道掘削、築堤、護岸工

⑯ 湯谷川 出雲市平田町 用地補償、橋梁下部工

⑰ 平田船川 出雲市西郷町 詳細設計、用地調査

⑱ 高瀬川 出雲市斐川町 河道掘削、護岸工

⑲ 波積ダム 江津市波積町 ダム本体工、管理施設整備 令和 4 年度完成

⑳ 矢原川ダム 浜田市三隅町 用地補償、付替道路工 令和10年代中期完成

近
年
災
害
対
応

東
部
市
街
地
浸
水
対
策

ダ
ム

河川名等

矢谷川
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【期待される整備効果】
・河川改修（河道掘削、築堤など）により、
水位を約150cm低下させます。
・平成25年洪水と同程度の降雨が発生しても、
浸水家屋ゼロ戸の実現が期待されます。

【事業箇所】
江津市桜江町地内

玉川

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ②河川事業

江の川水系 玉川（河川改修事業）
ご う の か わ た ま が わ 全体事業費 １,４０２百万円

Ｒ３予算額 ２００百万円

【事業概要】
・玉川は、一級河川 江の川水系八戸川の下流域に位置する支川です。平成25年8月豪雨の際には29戸の家屋
で浸水被害が発生し、近年は平成30年7月豪雨の際にも浸水被害が発生しています。
・今年度から、大規模特定河川事業により補助事業化し、用地買収に着手します。

さくらえちょう

【Ｒ3事業内容】
・用地補償一式

H25洪水時の状況

築堤

河道掘削

計画洪水位

5.5m

14.0m

河川改修事業 L=800ｍ

(主)桜江金城線

市山地区

八戸川

至
R261

至
浜田市金城町

出典：国土地理院撮影の空中写真（2010年撮影）

事業進捗率（R２末時点） 23％
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【事業箇所】
出雲市平田町地内

湯谷川

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ②河川事業

斐伊川水系 湯谷川（河川改修事業）
ひ い か わ ゆ や が わ 全体事業費 ５,０１０百万円

Ｒ３予算額 ７３８百万円

【事業概要】
・湯谷川は、一級河川 斐伊川水系平田船川の支川です。出雲市内の住宅密集地（旧平田市街）を流れており、
平成9年豪雨の際には、浸水面積400ha、床上浸水6戸、床下浸水156戸という甚大な被害が発生しました。
・今年度は、引き続き用地買収・建物移転を推進するほか、湯谷橋の架替工事に着手します。

ひらたちょう

【Ｒ3事業内容】
・用地補償一式
・橋梁下部工１橋

【期待される整備効果】
・河川改修（河道掘削、築堤など）により、
水位を約120cm低下させます。
・平成9年洪水と同程度の降雨が発生しても、
浸水家屋ゼロ戸の実現が期待されます。

湯谷川

H9洪水時の状況

築堤

河道掘削

計画洪水位

4.4m

18.7m

築堤

事業進捗率（R２末時点） 25％

斐伊川

平田船川

湯谷川

宍道湖

国道431号
島根県立平田高校

河川改修事業 L=800ｍ
至出雲

至松江

湯谷橋

出典：国土地理院撮影の空中写真（2004年撮影）
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【期待される整備効果】
・既往最大の昭和47年7月洪水と同程度の降雨が発生しても、ダムの洪水調節と
河道改修により、洪水被害を未然に防止します。
・10年に1回相当の渇水が発生しても、ダムからの補給により、河川環境の保全や
既得取水の安定化を図ります。 都治川

都
治
川

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ②河川事業

江の川水系 都治川（波積ダム建設事業）
ご う の か わ つ ち が わ は づ み 全体事業費１７,３００百万円

Ｒ３予算額 ８６５百万円

【事業概要】
・都治川は、一級河川 江の川の下流域に位置する支川です。急流河川のため古くから洪水被害に見舞われ、
昭和47年7月豪雨の際には、江の川本川も含めて浸水家屋2,866戸という甚大な被害が発生しました。
・都治川沿川の浸水被害防止と正常な流水量の維持を図るため、波積ダムの建設に取り組んでいます。
・今年度は、令和４年度のダム完成に向けて、本体工事および関連工事を実施します。

【事業箇所】
江津市波積町本郷地内

波積ダム

はづみちょう ほんごう

【Ｒ3事業内容】
・本体建設工事
・管理設備工事
・取水放流設備工事

S47洪水時の状況

ダム本体のコンクリート打設状況（R3.4） 完成イメージ図

事業進捗率（R２末時点） 86％
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今後10年間の公共土木事業の実施方針
③砂防事業
土石流対策・がけ崩れ対策は、令和11年度までに、
医療・福祉拠点と避難活動拠点の61箇所で対策を完了
整備目標（土砂災害警戒区域の医療・福祉と避難活動拠点の整備率）
【R2】61％⇒【R6】73％⇒【R11】100％
地すべり対策は、令和11年度までに、現在対策中の
12箇所を完成
整備目標（地すべり防止区域130箇所の整備率）
【R2】91％⇒【R6】98％⇒【R11】100％

◆Ｒ３取組ポイント◆
・土石流対策 25箇所、
がけ崩れ対策 8箇所、
地すべり対策 12箇所で、重点的に対策実施
・重点対策箇所に砂防予算の 29％を配分
（配分額：約6.4億円）
・新規着手 7箇所
（医療・福祉拠点 4箇所、避難活動拠点 3箇所）

重点対策
箇所数

対策完了
（R２末時点）

R３対策
箇所数

土石流対策 44 5 25
がけ崩れ対策 17 － 8
地すべり対策 12 － 12

計 73 5 45

令和３年度の重点対策箇所数
県土整備
事務所

土石流
対策

がけ崩れ
対策

地すべり
対策 計

松 江 3 2 2 7
雲 南 4 － － 4
出 雲 4 － 4 8
県 央 1 1 2 4
浜 田 4 3 1 8
益 田 7 2 2 11
隠 岐 2 － 1 3
計 25 8 12 45

重点対策箇所数 対策の施工例

渓流保全工

擁壁工砂防堰堤工

土石流対策 がけ崩れ対策

法枠工

アンカー工

杭 工

地すべり対策
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【事業箇所】
松江市東持田町

石野E地区

老人保健施設もちだの郷
（要配慮者利用施設・24時間滞在型）

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ③砂防事業

医療・福祉拠点の保全（石野E地区 急傾斜地崩壊対策事業）
全体事業費 １２０百万円
Ｒ３予算額 １５百万円い し の

Ｒ３新規

【事業概要】
・石野E地区（松江市東持田町）は、がけ高約26m・勾配30～40°の急傾斜地で、斜面が土砂化して不安定な
状況であることから、今後豪雨の際には、がけ崩れが発生するおそれがあります。
・土砂災害警戒区域内には、老人保健施設もちだの郷（要配慮者利用施設）などの保全対象が在ることから、
急傾斜地崩壊防止施設を整備します。今年度は、測量・調査・設計に着手します。

【Ｒ3事業内容】
・測量、調査、設計

ひがしもちだちょう

斜面小崩壊の状況

【期待される整備効果】
・医療福祉拠点である24時間滞在型の要配慮者利用施設の保全により、
入居者（収容人員100名）の安全確保が期待されます。

急傾斜地

被害想定区域

老人保健施設
もちだの郷

凡例
急傾斜地
被害想定区域
保全対象
崩壊箇所等

①

②

①

○ 写真位置・方向

②
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【事業箇所】
雲南市吉田町深野

迫谷川

全体事業費 ５５６百万円
Ｒ３予算額 ４０百万円

【事業概要】
・迫谷川（雲南市吉田町深野）は、渓流に不安定な土砂が堆積し、山腹は浸食や荒廃が進んでいることから、
今後豪雨の際には、土石流が発生するおそれがあります。
・土砂災害警戒区域内には、田井小学校（避難所）をはじめ、市道や人家などの保全対象も在ることから、
砂防堰堤を２基整備しています。今年度中に、完成予定です。

よしだちょう ふかの

【Ｒ3事業内容】
・砂防堰堤工（N=2基）

【期待される整備効果】
・避難活動拠点や人家等の保全により、地域の安全・安心度の向上が期待
されます。

さ こ た に が わ

砂防堰堤１

砂防堰堤２

田井小学校
（避難所）

人家

市道

田井小学校
（避難所）

深野川

深野川

迫谷川

②

①

②

①

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ③砂防事業

避難活動拠点の保全（迫谷川 通常砂防事業）

事業進捗率（R２末時点） 93％

工事実施前
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今後10年間の公共土木事業の実施方針
④港湾事業

◆Ｒ３取組ポイント◆
・港湾施設整備は、
浜田港：上屋および臨港道路の現地工事に着手
西郷港：岸壁の測量・調査・設計に着手
その他：河下港など５港で施設整備を推進
・海岸侵食対策は、三隅港海岸など２海岸で実施

港湾は、浜田港と重点整備７港湾で優先的に施設整備
整備目標（整備完了する港湾の施設数）
【R2～R6】４港湾４施設、【R7～R11】５港湾５施設
港湾海岸は、侵食対策中の施設を優先的に整備
整備目標（侵食対策完了する港湾海岸の施設数）
【R2～R6】２海岸２施設

港湾の分類
地区名 Ｒ３

事業概要
備考

臨港道路
（福井・長浜線）

福井 上屋（荷捌き倉庫） 1棟 工事着手 令和４年度完成
河下港 垂水 沖防波堤 310m 工事推進 令和４年度完成
久手港 久手 防砂堤 110m 工事推進 令和11年度迄に完成
江津港 郷田 導流堤 830m 工事推進 令和11年度迄に完成
益田港 高津 防波堤 807m 工事推進 －

岸壁（水深5.5m） 100m
埠頭用地 0.4ha
岸壁（水深5.5m） 100m
埠頭用地 0.4ha
防波堤改良 130m 工事推進 令和11年度迄に完成
臨港道路耐震化
（知夫里大橋）
離岸堤（潜堤） 2基
養浜 16,000 

益田港海岸 郷田 養浜 85,000 工事推進 令和６年度完成

工事推進 令和６年度完成

工事推進 令和６年度完成

重
点
整
備
港
湾

来居港 来居
180m 工事推進 令和６年度完成

工事着手 令和11年度迄に完成

西郷港 小田 測量調査設計 令和11年度迄に完成

施設名

港
湾
海
岸

浜田港

港名

福井･長浜 900m

別府港 十景

三隅港海岸 湊浦

今後10年間で重点整備を進める施設
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浜田港

福井地区
長浜地区

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ④港湾事業

浜田港 上屋(荷捌き倉庫)整備事業（福井地区）
は ま だ こ う ふ く い 全体事業費 ７６５百万円

Ｒ３予算額 ２１０百万円

【事業概要】
・浜田港は、昭和32年に重要港湾に指定され、主に木材取扱などで発展してきた県内唯一の国際貿易港です。
・近年、国際コンテナ貨物の取扱量が増加傾向にあり、福井地区の機能拡充に取り組んでいます。
今年度は、新たな上屋（荷捌き倉庫）の増設工事に着手し、令和４年度の完成を目指します。

【事業箇所】
浜田市熱田町地内

【Ｒ3事業内容】
・上屋工事一式

あつたちょう

【期待される整備効果】
・上屋（荷捌き倉庫）の増設により、慢性的な荷捌きスペースの不足が解消され、
浜田港の更なる利用拡大とコンテナ貨物取扱量の増加が期待されます。

国際コンテナ貨物取扱量 (暦年)

既設：上屋2,000㎡（H25.4供用）

新設：上屋2,000㎡（完成イメージ）

ガントリークレーン（H31.1供用）

事業進捗率（R２末時点）６％
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【事業箇所】
隠岐の島町小田地内

西郷港

小田地区
本港地区

飯田地区

津井地区

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ④港湾事業

西郷港 港湾改修事業（小田地区）
さ い ご う こ う お だ 全体事業費 １,３００百万円

Ｒ３予算額 ７０百万円

【事業概要】
・西郷港は、昭和34年に重要港湾に指定され、本土を結ぶ離島航路の隠岐諸島側の重要な玄関口です。
・近年、原木の移出量が増加傾向にあり、既存の係留施設および埠頭用地のままでは対応困難であることから、
小田地区に岸壁および埠頭用地を整備します。今年度は、測量・調査・設計に着手します。

Ｒ３新規

【Ｒ3事業内容】
・測量、調査、設計

お だ

【期待される整備効果】
・岸壁および埠頭用地の整備により、大型船舶による原木移出が可能になるとともに、埠頭用地不足が解消
され、西郷港の更なる利用拡大と原木移出量の増加が期待されます。

岸壁・埠頭用地の整備イメージ 既存の埠頭用地の状況

西郷港 原木移出量の推移（暦年）
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今後10年間の公共土木事業の実施方針
⑤空港事業

◆Ｒ３取組ポイント◆
・萩・石見空港の舗装改良工事と
出雲縁結び空港および萩・石見空港の航空
灯火更新工事に、それぞれ新規着手
・隠岐世界ジオパーク空港ターミナルビルの
拡張工事が完了

◆舗装改良◆

舗装面ひび割れ

◆航空灯火の更新・LED化◆

照明施設
劣化状況

◆滑走路端安全区域整備◆

滑走路端安全区域（現況）
新基準に必要な区域萩・石見空港

◆空港ターミナルビルの拡張・機能強化◆

約150㎡ → 約180㎡搭乗待合室
（完成イメージ図）

２階ロビートイレ新設 入国審査場改修

隠岐空港

出雲空港

長さ40m→90m
へ拡張

滑走路・誘導路の舗装および航空灯火を、令和10年度
までに、県内３空港とも全面的に改良・更新
滑走路端安全区域を、国の新基準（平成25年4月改訂）
に適合するよう、県内３空港とも令和８年度までに着手
出雲縁結び空港および隠岐世界ジオパーク空港の
ターミナルビルの拡張や機能強化を実施
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石見空港

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ⑤空港事業

萩・石見空港（滑走路等の舗装改良および航空灯火のLED化）
は ぎ い わ み 全体事業費 ２,１４１百万円

Ｒ３予算額 ８４３百万円
Ｒ３新規

【事業概要】
・石見空港は、島根県西部および山口県北東部の空の玄関口として、東京線の定期便が運航されています。
・滑走路および誘導路のアスファルト舗装が老朽化していることから、全面的な改良工事を実施します。
併せて、航空灯火も、既存の電球式からLED式へと改良します。
・今年度は、滑走路東側および誘導路部分における舗装の改良工事・航空灯火のLED化に着手します。

【事業箇所】
益田市内田町

【Ｒ3事業内容】
・滑走路舗装改良
・誘導路舗装改良
・航空灯火LED化

うちだちょう

萩・石見空港 全景（東側より撮影） 滑走路ひび割れ状況

航空灯火 地上型

埋込型

【期待される整備効果】
・空港安全施設の整備により、航空機の安全かつ安定的な運航が確保されます。
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隠岐空港

約150㎡ → 約180㎡

約100㎡ → 約200㎡

ベルトコンベア
延長

今後10年間の公共土木事業の実施方針 ⑤空港事業

隠岐世界ジオパーク空港（ターミナルビル改修事業）
お き 全体事業費 ７０１百万円

Ｒ３予算額 ４１０百万円

【事業概要】
・隠岐空港は、隠岐諸島唯一の空港で、大阪・出雲への定期便が運航されています。
・近年、就航機材の大型化やチャーター便利用者の増加により、搭乗待合室や手荷物受取所など施設内の混雑
を緩和する必要があることから、ターミナルビルの改修工事を実施しています。今夏頃に完成予定です。

【事業箇所】
隠岐の島町岬町

【Ｒ3事業内容】
・TB拡張工事
・乗降施設設置

みさきまち

【期待される整備効果】
・搭乗待合室や手荷物受取所など施設内の混雑が緩和されるなど、空港の利便性が向上します。

隠岐空港ターミナルビル

手荷物受取所の混雑

搭乗待合室
（完成イメージ図）

手荷物受取所
（完成イメージ図）

事業進捗率（R２末時点） 42％
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【事業箇所】
出雲市大社町北荒木地内

交付金 【道路】

浜山公園

県立浜山公園（陸上競技場の走路修繕および芝生の張替）
はまやま 全体事業費 ３００百万円

Ｒ３予算額 ３００百万円

【事業概要】
・県立浜山公園の陸上競技場は、国民スポーツ大会など全国規模の陸上競技が行える県内唯一の競技場です。
・メイン競技場および補助競技場において、老朽化した走路の修繕や芝生の張替を実施します。

【Ｒ3事業内容】
・走路改修
（ウレタン舗装）
・ライン・マーキング工
・芝生の張替

たいしゃちょう き たあらき

メイン競技場
補助競技場

舗装のすり減り 舗装の破損

舗装の剥がれ

【期待される整備効果】
・出雲陸上競技大会をはじめ、全国規模の競技会および国際的な競技会の開催が可能となります。

Ｒ３新規
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住宅棟 福祉施設棟
第２期工事 住宅棟
RC造８階建て 30戸

第１期工事

交付金 【道路】県営住宅 浜田中央団地（仮称）整備事業
は ま だ 全体事業費 ２,６８０百万円

Ｒ３予算額 ８３０百万円

【事業概要】
・現在の浜田漁民団地は、浜田市港町に位置し、昭和45・46年に建てられた県営住宅です。
・老朽化が著しく、現地での建替が困難なことから、中心市街地に浜田中央団地（仮称）を整備しています。
・今年度は、第１期工事として、共同住宅１棟（28戸）および福祉施設棟が完成します。

住宅棟 福祉施設棟

【Ｒ3事業内容】
・建築工事一式
住宅棟（RC造８階建て 28戸）
障がい者通所施設（S造平屋建て）

（仮称）浜田中央団地

【事業箇所】
浜田市田町地内

たまち

【期待される整備効果】
・県営住宅における居住水準の向上および障がい者福祉への寄与
が期待されます。

建設地

事業進捗率（R２末時点） 35％

浜田医療
センター

浜田駅現在の団地

浜田川

浜田漁港

第１期工事完成イメージ
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【Ｒ2年度実績】

助成件数 446件
・子育てに資する改修 354件
・バリアフリー改修 92件

子育てに資する改修 バリアフリー改修
対
象
住
宅

子育て世帯が居住
又は近居される住宅

60歳以上の方又は
身体障がい者が
居住される住宅

対
象
工
事

子育て環境向上の
ための工事 バリアフリー改修

助
成
額

上限30万円
（対象工事に要する費用の1/3以内の額）

次の場合、上限額を加算（最大助成額：80万円）
①子育て世帯とその親世帯が同居又は近居される場合【10万円加算】
②空き家バンク登録住宅を購入し、改修する場合【10万円加算】
③一定の耐震改修を行う場合【30万円加算】

しまね長寿・子育て安心住宅リフォーム助成 Ｒ３予算額
１６７百万円

【事業概要】
・島根県では、既存住宅の性能向上を目的として、「しまね長寿・子育て安心住宅リフォーム助成事業」を
実施しています。昨年度から、子育て世帯の負担軽減に資する改修も助成対象に追加しました。
・今年度は、さらに制度を拡充（マンション等の共同住宅 ※ を助成対象に追加）し、子育て世帯やその親世帯
が安心・安全で暮らしやすいよう、住まいづくりを支援します。

※賃貸住宅を除きます。助成対象は、専有部分に限ることとし、共用部分は対象外です。
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・女性活躍推進員が建設事業者を巡回し、女性従業員
の採用・就労継続を図る上での課題解決に向けた
助言サポートを行うほか、各種支援制度を紹介。
・Ｒ２年度の巡回実績 ９６社

【問合せ先】松江商工会議所・島根県商工会連合会

想定される場面 活用できる施策

・時間単位の年休取得や
育児短時間勤務をした
子育て中の従業員がいる

・出産後職場復帰奨励金
・子育てしやすい職場づくり
奨励金（最大20万円）

・女性が働きやすい職場
環境を整備したい

・女性活躍環境整備補助金
（補助率最大２／３）

・一般事業主行動計画の
作り方が解らない

・就業規則の見直しを検討
したい

・事業継続力強化アドバイ
ザーの派遣（無料）

建設業における担い手の確保・育成
【事業概要】
・島根県では、建設業への就業者の増加・定着に向けて、現場従事者の長時間労働是正や処遇改善に資する
週休２日工事の推進や、女性が働きやすい職場環境づくり等に取り組んでいます。

・平成30年10月より、島根県発注の土木工事において
週休２日工事（受注者希望型）を開始。
・今年度は、発注者指定型の４週８休工事を導入。
・令和４年度より、原則として島根県発注の全ての
土木工事を、発注者指定型の４週８休へ移行。
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
(2020) (2021) (2022) (2023) (2024)

発注者指定型
（4週8休）

（H30年10月から実施中）

受注者希望型
（4週6休～8休）

原則、全ての工事を発注者指定型

改正労働基準法

建設業適用
令和６年４月１日～

50%目標
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目標達成に向けた取組み

※1 土工1,000 以上、舗装工、舗装修繕工、法面工1,000㎡以上の発注件数（令和元年度）を 元に推計したもの
※2 今後の対象工種追加にともない増加する可能性がある件数に「＋α」と追記

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

土木部所管工事
におけるICT
活用工事の割合

件数（予定）※2 ３０件 （４０件） （７０件＋α） （１００件＋α） （１５０件＋α）

目標

約５０％
全体

約３００件 ※1

インフラ分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）

ドローンによる３D測量 ３Dデータを利用した機械施工

ＩＣＴ活用工事の推進

・建設業の担い手不足の解消および建設現場の生産性向上のため、情報通信技術を活用したＩＣＴ活用工事を推進しています。
・島根県では、令和３年３月にロードマップを作成し、土木部所管の４工種（土工、舗装工、舗装修繕工、法面工）のうち
一定規模以上の工事におけるＩＣＴ活用工事の割合を、令和５年度までに約５０％とします。

● ＩＣＴ活用対象の範囲拡大
・土 工：10,000 以上→ 5,000 以上
・舗装工： 3,000㎡以上→ 2,000㎡以上

● ＩＣＴ人材育成の支援
・行政職員向け「i-Construction研修」を実施中
・民間企業向け「島根県ICT土工研修」受講費用
の１/３助成を実施中（令和元年度～）

● 初期投資への支援
・建設業者向けのICT建機・機器・
ソフトウェア導入にかかる補助
を、令和２年度に新設
・今年度は、測量・建設コンサル
タント業者も補助対象に追加

【参考】ICT等建設産業生産性向上事業
・補 助 率 １/３ 以内
・補助上限額 １００万円
・Ｒ２実績 ２４社
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・公共工事を施工管理する上で必要な情報（図面や計算書など）を、
民間サーバーを介して、受発注者間で電子的に一元管理・
共有し、相互利用を図るシステムです。

・インターネット上で、工事帳票の作成・提出・決裁処理が
できるため、協議や移動時間の削減など、業務効率が向上
します。

・令和元年度に試行開始し、今年度は、設計金額２億円以上の
工事で活用を必須とする本格的な運用を行います。

Application Service Provider

民間

①協議書作成
社内電子決裁

④オンラインで
監督員
主任監督員
総括監督員 が電子決裁

第3者からの
アクセス不可

決裁

協議

③確認

⑤確認

専用回線
カメラ・マイク

受発注者間の工事データ共有システム【ASP】 オンラインによる現場監督・検査
（遠隔臨場）

・新型コロナウイルス感染症対策として、Web会議ツールを
活用した遠隔臨場を、令和２年10月より試行しています。

・受発注者の接触機会を最小限に抑えるとともに、発注者は
現場への移動回数が縮減し、受注者は段階確認などを迅速に
受けることが可能となるため、業務効率が向上します。

・今年度は、受注者が容易に遠隔臨場に取り組めるよう、
県の通信環境（専用回線・ＰＣ調達）を整備します。

②受注者がサーバーに
協議書データ格納

発注者

受注者

発注者

受注者

現場＜屋内・屋外＞

発注者映像 : 受注者(事務所･現場)

音声 : 受注者(事務所･現場)
双方向
双方向 発注者
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システム改修の主な概要

【情報提供画面】
・1㎞メッシュで危険度の表示
・避難所開設情報の表示
・地域別危険度の表示
・土砂災害(特別)警戒区域との
重合せ

【スマートフォン対応】
・GPS機能で位置情報入手
・地図の拡大縮小、移動が可能

【多言語対応】
・日本語 ・ポルトガル語
・英語 ・タガログ語
・韓国語 ・ベトナム語
・中国語（簡体字）

<危険度分布ページ>

＜多言語対応>

土砂災害予警報システム改修事業 全体事業費 ８００百万円
Ｒ３予算額 ２２０百万円

【事業概要】
・土砂災害の危険度を予測し、地域住民の迅速な避難行動につながる土砂災害情報をきめ細かく伝えるため、
令和３年３月25日より、新しい土砂災害予警報システムを運用開始しています。災害発生時に外国人の方に
対して円滑に情報提供できるよう、多言語機能も追加しました。
・今年度は、老朽化した観測設備（雨量計など）を更新し、令和５年３月の完成を目指します。

スマホ・携帯サイトでも閲覧可能
スマホ用QR 携帯用QR
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防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

5か年加速化対策では、新たに
・流域治水対策
・高速道路のミッシングリンク解消と
４車線化

・河川や道路、砂防などの老朽化対策
等が追加されました。
事業規模が3か年緊急対策の7兆円程度
から15兆円程度に拡大され、年度単位
での事業規模も増加しました。
県の試算では、国土強靱化のために
実施する公共土木事業予算は、今後も
少なくとも１兆円以上が必要です。
このため、３か年の緊急対策の後も、
５か年加速化対策予算を最大限活用し、
防災・減災、国土強靱化対策を強力に
進めていきます。

• 防災・減災、国土強靱化の観点から、平成30～令和２年度の「３か年緊急対策」を加速化・深化させる
ため、令和３～７年度の「５か年加速化対策」が昨年12月11日に閣議決定され、初年度分の予算が、
令和２年度第３次補正予算に計上されました。

• 島根県では、江の川流域の治水事業や、道路落石対策など、必要な事業が多く残されていることから、
国土強靭化予算を最大限活用し、県民の安全・安心を確保するための対策を強力に推進します。
（島根県土木部の令和2年度2月補正予算：123億円）

◆防災・減災、国土強靱化のために必要な事業の例◆

流域治水対策 道路の落石対策

流域治水対策が進む中川
［中川：松江市黒田町］

老朽化対策

橋梁の補強、落橋防止対策
［市木井原線：邑智郡邑南町］

道路への落石防護ネット設置
［西郷都万郡線：隠岐の島町］

参 考
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【別表】
令和３年度 新規着手（道路事業）

※（国）：一般国道、（主）：主要地方道（県道）、（一）：一般県道

※ 今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。

番号 市町村 路線種別 路線名 工区名 備考

1 松江市 （国） ４３１号 松江北道路 R3当初

2 雲南市 （主） 出雲奥出雲線 坂本 R2補正

3 飯南町 （国） １８４号 来島３ R2補正

4 出雲市 （一） 鰐淵寺線 奥宇賀 R3当初

5 邑南町 （主） 甲田作木線 西之原 R3当初

6 益田市 （主） 吉賀匹見線 元組１ R2補正

7 津和野町 （一） 柿木津和野停車場線 笹山２ R3当初

8 津和野町 （一） 須川谷日原線 相撲ヶ原２ R2補正

9 海士町 （一） 海士島線 福井２ R3当初
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【別表】
令和３年度 完了予定（道路事業）

番号 市町村 路線種別 路線名 工区名 備考

1 松江市 （一） 大根島線 遅江

2 松江市 （一） 上意東揖屋線 上意東２

3 松江市 （国） ４３１号 野原

4 松江市 （一） 本庄福富松江線 大井

5 松江市 （一） 大野魚瀬恵曇線 古浦

6 松江市 （主） 松江鹿島美保関線 惣津

7 安来市 （一） 米子伯太線 吉佐

8 安来市 （国） ４３２号 八幡

9 安来市 （主） 安来伯太日南線 六呂坂

10 雲南市 （一） 上久野大東線 清田

11 雲南市 （一） 稗原木次線 高窪

12 雲南市 （一） 三刀屋佐田線 深谷

13 雲南市 （主） 出雲奥出雲線 前根波禅定

14 雲南市 （一） 上久野大東線 塩田

15 奥出雲町 （主） 玉湯吾妻山線 八代

※（国）：一般国道、（主）：主要地方道（県道）、（一）：一般県道
※今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。
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番号 市町村 路線種別 路線名 工区名 備考

16 出雲市 （一） 三刀屋佐田線 朝原２

17 出雲市 （一） 窪田山口線 佐津目２

18 出雲市 （一） 宮内掛合線 原田２

19 出雲市 （主） 出雲三刀屋線 船津

20 出雲市 （主） 斐川一畑大社線 猪目

21 出雲市 （一） 出雲平田線 川跡

22 出雲市 （一） 斐川出雲大社線 北神立

23 出雲市 （一） 小伊津港線 小伊津

24 出雲市 （一） 佐田八神線 反辺２

25 出雲市 （一） 十六島直江停車場線 直江

26 出雲市 （国） ４３１号 布崎

27 川本町 （一） 川本大家線 谷戸

28 川本町 （一） 別府川本線 檜山踏切

29 川本町 （主） 川本波多線 川本

30 邑南町 （一） 宇都井阿須那線 宇都井駅

※（国）：一般国道、（主）：主要地方道（県道）、（一）：一般県道
※今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。
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番号 市町村 路線種別 路線名 工区名 備考

31 邑南町 （主） 甲田作木線 日南川

32 大田市 （一） 久利五十猛停車場線 鬼村

33 大田市 （一） 窪田山口線 山口

34 江津市 （一） 皆井田江津線 長谷

35 浜田市 （主） 浜田八重可部線 後野２

36 浜田市 （一） 三隅井野長浜線 田橋３

37 浜田市 （主） 田所国府線 宇野Ⅱ

38 益田市 （主） 三隅美都線 宇津川２

39 吉賀町 （国） １８７号 真田

40 隠岐の島町 （主） 隠岐空港線 今津

41 隠岐の島町 （一） 池田中町線 池田

42 隠岐の島町 （主） 隠岐空港線 西田

43 隠岐の島町 （主） 西郷布施線 東郷

44 西ノ島町 （一） 西ノ島海士線 倉の谷

※（国）：一般国道、（主）：主要地方道（県道）、（一）：一般県道
※今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。
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【別表】
令和３年度 完了予定（河川事業）

※今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。

【別表】
令和３年度 新規着手（河川事業）

番号 箇所・事業名 施工位置 備考
１ 尻無川 安全な暮らしを守る県単河川緊急整備事業 【完成】 邑智郡美郷町別府

番号 箇所・事業名 施工位置 備考

1 平田船川 防災安全交付金（広域河川改修）事業 出雲市平田町 R2補正

２ 東川 安全な暮らしを守る県単河川緊急整備事業 江津市浅利町 R3当初

※今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。
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【別表】
令和３年度 新規着手（砂防事業）

※ 今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。

番号 箇所・事業名 施工位置 備考

1 柿谷Ｄ　砂防事業 松江市島根町野波 R2補正

2 野波Ｄ　砂防事業 松江市島根町野波 R2補正

3 小三谷川　砂防事業 雲南市三刀屋町三刀屋 R2補正

4 新市中奥尻　砂防事業 雲南市木次町新市 R2補正

5 小池谷川　砂防事業 大田市大田町大田 R2補正

6 中上谷川　砂防事業 江津市桜江町大貫 R2補正

7 葵二の六組Ｃ　砂防事業 益田市栄町 R2補正

8 洗川　砂防事業 益田市波田町 R2補正

9 下谷A地区　急傾斜地崩壊対策事業 雲南市三刀屋町伊萱 R2補正

10 岡田谷１地区　急傾斜地崩壊対策事業 江津市桜江町田津 R2補正

11 岡田谷２地区　急傾斜地崩壊対策事業 江津市桜江町田津 R2補正

12 高佐町A地区　急傾斜地崩壊対策事業 浜田市高佐町 R2補正

13 石野E地区　急傾斜地崩壊対策事業 松江市東持田町 R3当初

14 月形神社地区　急傾斜地崩壊対策事業 安来市荒島町 R3当初
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※ 今後、予算や現場状況により変更となる可能性があります。

番号 箇所・事業名 施工位置 備考

1 迫谷川　砂防事業 雲南市吉田町深野 R3当初

2 菅田川4　砂防事業 出雲市佐田町一窪田 R2補正

3 勝地川　砂防事業 邑智郡邑南町日和 R3当初

4 エビス谷川　砂防事業 江津市跡市町 R3当初

5 西の谷川　砂防事業 益田市西平原町 R3当初

6 素鵞川　砂防事業 出雲市大社町 R3当初

7 目谷地区　急傾斜地崩壊対策事業 安来市広瀬町 R3当初

8 白砂A-1地区　急傾斜地崩壊対策事業 浜田市三隅町折居 R3当初

9 下市下地区　急傾斜地崩壊対策事業 飯石郡飯南町赤名 R3当初

10 末広A地区　急傾斜地崩壊対策事業 大田市大田町大田 R3当初

【別表】
令和３年度 完了予定（砂防事業）
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＜問い合わせ先＞

項 目 役 職 氏 名 問い合わせ先※ 該当ページ

総括 土木総務課長 嶋川智尉 5224 1-3, 31

建設業 建設産業対策室長 糸原勝則 5320 27

建設業、DX 技術管理課長 石原 淳 5092 27-29

道路 道路維持課長 渡部文明 5187 9, 10

道路 道路建設課長 市川 淳 6456 4-8, 32-35

河川 河川課長 杉谷博之 5195 11-13, 36

ダム 河川開発室長 福田 慎 6207 14

港湾 港湾空港課長 石飛重義 5228 18-20

空港 空港整備室長 大野利博 6317 21-23

砂防 砂防課長 木佐元則 5205 15-17, 30, 37, 38

公園 都市計画課長 糸原 保 5209 24

住宅 建築住宅課長 佐伯和夫 5216 25, 26

※直通電話：0852-22-〇〇〇〇（上記の4桁番号）
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